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　防災に関することを多くの方に知っていただくため、防災コラムを再開しました。
家庭での備えや、災害の知識など役立つ情報を掲載しますので参考にしてください。
　この季節の北海道は穏やかな日が多い一方で、近年の急な気象変化に伴い大雨、
土砂災害への備えが大切です。
　特に大雨により石狩川（外水）の水位が上昇すると、山側から流れる河川（内水）
などが氾濫する可能性が高く、更に大雨が続くと土砂崩れの危険性が高くなるため
家の近くに河川やため池、傾斜地等がある方は注意が必要です。
　このような大雨による河川等の氾濫や土砂災害は、気象情報を収集して被害を未
然に防いだり軽減することが可能といわれています。町のハザードマップを活用し
て避難経路や移動時間の確認、危険な箇所の把握による「災害への備え」を万全に
しましょう。

【大雨から身を守る】

第８号

防災気象情報の活用

ハザードマップポータルサイト
（https://disaportal.gsi.go.jp/）

お問い合わせ：総務課交通防災係
電話：０１２５－６８－２１１１

防災マネージャー
お がた　　ひろ や

尾方　博也

防災コラム
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浦臼ノート
　皆さま初めまして。このたび北海道庁から人事交流派遣で浦臼町に参りました宮本と申します。
出身地は帯広市で前任地は釧路市です。どうぞよろしくお願いいたします。 
　今回から不定期ではありますが、浦臼町での暮らしの中で感じたことや驚いたことなどを紹介していきた
いと思いますのでよろしくお願いします。 

☆はじまり
「４月から空知管内にある浦臼町に２年間派遣です。」
当時の上司からそう告げられた瞬間、驚きのあまり３秒ほど
固まってしまいました。
　北海道職員の転勤は基本的に道内にある１４ケ所の振興局
と札幌にある本庁を３年～５年おきに異動していくもので、
外部に派遣・出向に行く人はとても少数なんです。
　まさか自分が派遣されるなんて思っておらず、本当にビッ
クリしました。
　また、私はこれまで道東にしか住んだことがなく、最初、“浦臼町”と聞いて失礼ながら「どこだろう？」
と思いました。それくらい空知地域の知識がありません。
　分からないなら調べるのみ！と役場のホームページを見たり知人に聞いたりと自分なりに調べ始めました。
すると、田園風景の広がる自然豊かなところだと分かり一気に楽しみになりました。人混みがあまり得意で
はない私にとって、浦臼町のような落ち着いた町で生活ができて良かったと思っています。

☆新しい生活
　実際に暮らし始めて、最初に驚いたのは人と人との距離の近さです。何気ない挨拶やちょっとした会話が
自然と交わされ、地域のつながりを身近に感じる場面が多くありました。新しい土地での生活に不安もあり
ましたが、そうしたやり取りを何度も目にするうちに「頑張れそう！」と勇気をもらいました。 
　もちろん、お店の数や移動のしやすさなど、生活面や便利さだけで比べると戸惑うことも多々あります。
　しかしその一方で、樺戸連山の雄大さや色づいていく花々など、自然と町とが一体となって生活している
姿は、この土地ならではの魅力だと感じています。 

＼ ひとこと ／
まだまだ慣れないことも多く、日々新しい発見の連続ですが、こうした経験も含めてこの町での暮らし
を楽しんでいきたいと思います。これから少しずつ浦臼町の魅力を見つけて自分なりの言葉で伝えてい
けたらと思います。

＼ 好きな一枚 ／
　    樺 戸 連 山
広報や情報発信の関係で町内のいろんな場所に
連れて行ってもらうことが多いです。
そこで撮ったお気に入りの写真を紹介します。
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（４月に撮影したカタクリとエゾエンゴサク）


